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研究成果の概要（和文）：Covid19の影響で計画を変更したが、芭蕉布（沖縄の伝統的なバナナ布)の将来の応用
につながる良い結果が得られた。まず、放置された多数の原材料植物のイトバショウが確認されたことから、生
産を左右する原材料不足は伝統工芸用に剪定された植物体の不足に起因することが明らかになった。また、市町
村誌の記録を参考にし、伝統法に基づくが職人の技術不要な簡易採繊法を確立した。さらにこの方法により、伝
統工芸に適さない生育状態のイトバショウから繊維を抽出した。得られた繊維は伝統工芸の繊維より太かった
が、交織布への応用や、例えば酵素処理により、現代の衣料材料への応用が可能ではないかと考えられた。

研究成果の概要（英文）： Although the primary research plan was changed due to Covid19, we obtained 
good results for future applications of Bashofu (Okinawan traditional banana fiber textile). First, 
we found many Itobasho plants of the Bashofu material were abandoned, and we concluded that 
insufficient raw materials affecting Bashofu production was caused by the lack of the Itobasho 
plants that were cultivated with the essentially traditional trimmings. Next, we developed a facile 
method for Itobasho fiber extraction based on the historical records, not needed special skills of 
artisans. By using this facile method, we extracted fibers from Itobasho plants which were not 
suitable for the material of traditional crafts. Although the obtained fibers were thicker than 
those of traditional crafts, our fibers could be used for mixed weaving textiles, or the fibers with
 treatments (e.g., enzyme digestion) could be applied to modern clothing in the future.

研究分野： 生活科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　芭蕉布研究では、伝統工芸を基にした、将来の活用に繋がる研究は行われておらず、学術的に意義がある。さ
らに、庶民のための芭蕉布という新しい視点を持ったことで、他分野へも展開し、学術的な意義が高い。
　また、本研究により、高級な伝統工芸品という枠を超えて、より身近な布がイトバショウから作られる可能性
が示唆された。この結果は、夏衣用の新しい素材開発に繋がる可能性もあり、社会的意義がある。また、実際に
布を手に取ることができれば、伝統工芸に興味のない層が、伝統工芸品の芭蕉布に興味を持つ可能性もあること
から、伝統工芸保存の一助となり、社会的意義が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 

 今日では芭蕉布は沖縄の高級な伝統工芸品であるが、かつては庶民の衣類としても使われ、琉

球の衣文化を形成してきた。芭蕉布産地の沖縄県大宜味村喜如嘉地区で生産される芭蕉布「喜如

嘉の芭蕉布」は、その製造方法が重要無形文化財に指定されているが、芭蕉布は材料の繊維不足

から減産しており、増産が望まれる。芭蕉布の繊維は、イトバショウ（バナナの一種）の偽茎を

原材料とし、その科学的な変化により得られる。このことから、科学的な視点が芭蕉布生産改善

や伝統的な衣文化保護に必要ではないかという考えに至った。 

 具体的には、これまでに十分に行われていない、原材料栽培と採繊工程の詳細を科学的な観点

から調査・分析することで、熟練した職人の勘に頼らない、できる限り客観的な採繊条件（数値

化した条件）を設定できると考えた。これにより、効率の良い生産だけでなく、伝統技術の速や

かな伝達が可能になり、引いては、伝統的な衣文化保護の一助になるものと期待される。 

 芭蕉布は、高温多湿環境で着用すると清涼感を与えると言われる。本研究で得られた知見を応

用することで、現代においても夏衣に最適な繊維が生み出される可能性がある。 

 

２．研究の目的 

 原材料植物から採繊（繊維抽出）工程までを科学的見地から分析・調査し、職人の勘に頼らな

い、決まった条件で、原材料植物のイトバショウから採繊する。具体的には以下を目的とした。 

（１）イトバショウの潜在量の確認（材料不足の原因調査） 

（２）市町村誌の採繊工程の調査 

（３）ユニバーサルな採繊工程の構築（数値化された条件の決定） 

（４）（３）により得られた繊維の評価 

 

３．研究の方法 

 研究の方法を、２の研究の目的に対応して記す。 

（１）イトバショウの潜在量（目的１）については、沖縄ではイトバショウと他種のバナナ（食

用バナナ）が混在しており、まずイトバショウを判別する方法が必要である。そこで、葉をサン

プリングし、ゲノムを抽出し、ゲノムの単純反復配列（simple sequence repeat: SSR）を調べ

ることでバナナの種類の判別を試みようとした（詳細は 2019 年度の研究成果を参照）。しかし、

COVID19 の流行により各地域の植物体（葉）のサンプリングができなかったため、より簡単な方

法として、Simmonds と Shepherd 形態分類を参考にし、外観の特徴からイトバショウを判別した

（Botanical Journal of the Linnean Society of London,55,302-312,1955）。また、バナナ群

生地の探索には、航空写真を活用した。 

（２）データベース化されていない、沖縄県立図書館所蔵の市町村誌 2000 冊余りを目視で調べ、

芭蕉布作製工程について記載のある冊子を選別、関連ページを撮影し、採繊条件などを抽出した

（目的２）。 

（３）芭蕉布工房の現地調査を予定したが、COVID19 の流行により計画を変更した。芭蕉布工房

でイトバショウ栽培からウー績み（糸作製）の経験のある、沖縄科学技術大学院大学（研究代表

者の所属大学）の職員に材料準備を依頼し、その職員に伝統的な採繊の詳細を確認しながら、条

件検討を実験室で行った（目的３）。 

（4）簡易採繊により得られた繊維を、電子顕微鏡と実体顕微鏡で撮像し、特性を調べた（目的

４）。実体顕微鏡（40 倍）で撮像した繊維の幅（1 本につき太く見える 3 ヶ所）を計測し、最大

値（最大繊維幅）を繊維の見かけの太さとした。 

 

 
 
 
 



４．研究成果 

（１）2019年度  

 ① イトバショウの判別（２．研究の目的１） 

 品種判別に用いられるゲノムの SSR の増幅を行った。イトバショウ（BB ゲノムの原種）とシ

マバナナ（AA ゲノムを持つ）の葉からゲノムを抽出し、これをテンプレートとして PCR 反応を

行い、増幅された DNA フラグメントの大きさを比較した。プライマーセットは、既報

（Rotchanapreeda et al, Plant Systematics and Evolution,2016 DOI:10.1007/s00606-015-

1274-2）から 6 セットを選択し、5’-AAATTCGGGGGTCAAAAAGT-3’と 5’-GAGGGATTTATGGGACGACA 

-3’のセットで再現性のある結果が得られた（AA 157 bp, BB 172 bp）。 

 ② 市町村誌の調査（２．研究の目的２） 

 沖縄県立図書館（那覇市）において、琉球文化圏（沖縄県と鹿児島県奄美地方）の市町村誌を

全て精査した。延べ2283冊から芭蕉布の製造工程のうちの主要工程である採繊工程や興味深い

記載のある文献130冊を選別し、他の数冊の資料と併せて詳細を確認した（得られた知見は、後

述する日本家政学会誌 72(12)に掲載）。   

 伝統的な芭蕉布の製造工程は、そのほとんどが、現在の芭蕉布産地として知られる大宜味村喜

如嘉地区で行っている方法か類似したものであった。しかし、現在の八重瀬町では原材料のイト

バショウに加えて、近世以降は「フィリピン産」も使用されたことや、材料を柔らかくするため

に「棒で叩いた」という記載、伊江島では微生物分解の可能性も確認された。文献調査を進める

うちに、芭蕉布には、シークヮーサーや発酵溶液を用いた酸性下で行う特殊な加工・洗濯方法が

伝統的に使われることがわかり、研究協力者がこれを検証し、後に日本女子大学紀要にて公開し

た（柿原ほか, 植物に支えられた伝統的衣生活－芭蕉布の伝統的洗濯法－, 日本女子大学大学

院紀要 家政学研究科・人間生活研究科 27, 247－256, 2021）。 

 

（２）2020年度 

 高齢の職人の多い

芭蕉布工房での現地

調査と、数種のバナ

ナが混在する地域で

の葉のサンプリング

を目的としていた

が、COVID19の流行に

より、代替法により

検討を進めた。 

① 採繊実験（２.

研 究 の 目 的

３ ） 

 まず、研究遂行に

必要な最小量の伝統

工芸用の糸を工房か

ら購入し、その構成

繊維を実験室にて撮

像した（図1B）。さら

に、イトバショウか

らの採繊を実験室にて再現した。 

 表1. 採繊工程の比較（栽培から煮沸） 

 

A. Traditional method B. Facile method C. Improved facile method

plant cultivation 2-3 years 14 months at least 4-5 years

trimmings with without without

material preparation 4 kinds 4 kinds 2-3 kinds

pot Shime-nabe common pot common pot 

heating item traditional cooking stove  stove top (gas) IH heater

alkali solution ash in tap water 0.5-2.5 % K2CO3
1)

0.5 % K2CO3 in pure water

material : liquid
2)

as much as material 1 to 6.5, 1 to 11 1 to 5 

boiling time carefully adjusted 15 min 15 min 

additional soak 
3)

if needed none if needed

1) pH 11.5 at start, 2.5% K2CO3 in tap water or 0.5% in pure water, 2) ratio of material weight to liquid volume, 
3) leave materials in the degumming solution after boiling, e.g., overnight.  

 

 図 1. 簡易採繊と伝統工芸の繊維の比較 

 A：簡易採繊の繊維, B: 伝統工芸の繊維（柿原ほか、家政誌 72(12),818-828,2021図 4） 

 

 

B. fibers of Waha yarn (Artisan 4)
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b. SEM (1000x)

Numbered fibers were used for Figure 7B.
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A. Facile extraction (before U-biki)

a.光学顕微（40倍）

サンプル１（W1-2）

b. SEM (left: 500x, right : 1000x,  arrows: impurity)
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https://link.springer.com/article/10.1007/s00606-015-1274-2
https://link.springer.com/article/10.1007/s00606-015-1274-2


 採繊実験の材料には、市町村誌に使用の記載のあるものの、伝統工芸の材料には若すぎる14ヶ

月栽培のイトバショウ２体（Sample 1, 2）を用いた。この材料準備

工程や、それに続く採繊工程の各条件（アルカリ煮沸の時間等）を数

値化し、最も簡単な採繊方法を構築した（表1）。 

 これにより得られた繊維の形態は、職人の繊維より太く[Sample 1 

(約1.5mの偽茎の植物体) 繊維の太さの平均157.0μm n=60, Sample 

2 (約1mの偽茎の植物体) 繊維の太さの平均97.9μm n=60, 伝統工芸

の繊維の太さの平均76.0μm n=52]、ほとんどの繊維で、職人の繊維

にはない、よじれが見られた（２．研究の目的４, 図1Aa）。さらに

電子顕微鏡による画像から、簡易採繊した繊維上には、職人の繊維（図

１Bb）には見られない不純物も確認された（図1Ab 矢印）。 

② イトバショウの判別（２．研究の目的1） 

 沖縄本島の既存の航空写真から、産地の大宜味村だけではなく沖縄本島各地にバナナの群生

地が点在していることを確認した。さらに、SSR 配列に代わるより簡単なイトバショウ判別を検

討し、葉柄の形態から、イトバショウと沖縄でよく栽培されているシマバナナの選別が可能であ

ることを確認した（図 2）。 

 

（３）2021 年度 

 ① 採繊実験 

 昨年度に続き、簡易採繊で得られた繊維の特性を調べた（２．研究の目的４）。特に、アルカ

リ煮沸の次工程のウー引き（得られた繊維から不純物をしごき取る工程）を実験室で再現し、繊

維へ与える影響を検討した。 

 簡易採繊の繊維はウー引き後でも衣料用には太いため（Sample 2 繊維の太さの平均122.0μm 

n=30 ウー引きで繊維が潰され、見かけの太さは大きくなる）、かつて行われていたような交織

（緯糸のみ芭蕉糸）、今日の織物生産で使用されている酵素処理などの工夫が必要であると考察

された。また、余りに若い繊維は、材料が柔らかすぎ、検討した方法では細い繊維に分けられな

いという問題が明らかになった。このような太い繊維は、琉球王府時代の庶民のための低品質の

芭蕉布の繊維に類するものではないかと推測された。なお、2020年度からの簡易採繊の検討と得

られた繊維の形態観察の結果は、日本家政学会誌に掲載された（柿原ほか, 芭蕉布繊維の簡易採

繊, 日本家政学会誌 72(12), 818-828, 2021）。 

② イトバショウの判別（２．研究の目的１） 

 恩納村喜瀬武原地区で、実際に、圃場およびその周辺の群生地を調べた。この地区では、イト

バショウがかなり多く見られ、防風用や花卉用に栽培されていたもの等が大量に放置されてい

ることが判明した。 

 伝統工芸用の芭蕉布の材料には、経験を積んだ職人が夏季に数

回、特殊な剪定（芯止め・葉落とし）を行いながら丁寧に2－3年

栽培したイトバショウが必要である。しかし、人数も少なく、栽

培から糸作り、織の工程までを担う、高齢の職人が、大宜味村の

みならず沖縄各地に放置されている大量のイトバショウを手入れ

することは不可能である。伝統工芸用の材料不足は、植物体自体

の不足ではなく、イトバショウを伝統工芸用に手入れできないこ

とが原因であると考えられた。 

 

図 2. 形態の違い 

葉柄が開いたシマバナナ
（上）と完全に閉じたイト
バショウ（下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. イトバショウ 

放置された植物体（左）と伝
統工芸用に剪定され、真っ
すぐで細い茎の植物体（右） 



 そこで、次にこの放置されているイトバショウの利用を考え、これらからの簡易採繊を計画し

た。大量に放置されているイトバショウから採繊できれば、繊維を細くするための何らかの工夫

は必要となるものの、伝統工芸への応用だけではなく、現代の衣生活へも活用できる可能性が高

い。2019年度の市町村誌の調査においても、4－5年は経過し、剪定されてないイトバショウが庶

民用に用いられていたという記録が確認された。 

 

（４）2022 年度 

 これまでに得られた研究結果から、2022 年度は、特に庶民の芭蕉布

に注目して研究を進め、伝統工芸には使われずに放置され、過度に成

長したイトバショウ（図 3）から簡易採繊した。得られた繊維の形態

については、その太さ（平均 91.9μm, n=20）は若い植物体からの繊

維 (Sample 2）と変わらないものの、若い植物体の繊維に見られたよ

じれがないことから（図 4）、より伝統工芸の繊維に近いことが明ら

かになった（国際シンポジウム KSCT-JRATEU Joint Symposium in the 

2022 ICCT にて発表, ポスター賞受賞）。 

 現在、さらに、主に沖縄県で流通している食用のシマバナナの果実

を収穫後の偽茎から繊維を抽出し、その特性を調べている。この結果

は2023年度の日本家政学会大会で発表する予定である*。また、庶民のための芭蕉布という点に

注目し、服飾史の専門家と議論を進め、国際会議で発表し、本研究を基にした全く異なった研究

にも展開した（ICDHS13, 2022）。 
*2023/5/27,28にポスターで発表済み。 

 

 本研究では、Covid19の影響で現地調査ができず、当初計画した、芭蕉布生産の改善に直結す

るような成果は十分に得られなかった。しかし、計画変更を余儀なくされたことで、次の①②③

の成果が得られ、今後の芭蕉布の応用の可能性も確認でき、むしろ発展性のある展開となった。 

① ２．研究の目的１に対する成果：原材料植物のイトバショウは十分量、群生しているも

のの、職人の不足や高齢化によって、伝統工芸に必要な条件で栽培ができず、原材料不

足を招いていることが判明した。 

② ２. 研究の目的２、３に対する成果：歴史的な記録を反映させた、簡易採繊法（伝統法

に基づくが、職人の技術不要なユニバーサルな方法）を確立した。 

③ ２. 研究の目的４に対する成果：伝統工芸に用いられないイトバショウから、②の方法

で簡易採繊し、得られた繊維の形態を伝統工芸で用いられる繊維と比較し、その応用の

可能性を考察した。 

 

 伝統工芸には用いられず、大量に放置されているイトバショウから簡易採繊して得られた繊

維から布が作られれば、夏に着用して涼しい、沖縄のバナナ布が身近なものになる。本研究は、

夏衣用の素材の開発に繋がるだけでなく、伝統工芸に興味のない層が身近な布としてイトバシ

ョウを原材料としたバナナ布を知ることで、沖縄の伝統工芸である芭蕉布に興味を持つ可能性

もある。本研究が、沖縄の伝統工芸保存の一助となることを期待する。 

 

 
図 4. 簡易採繊によ
るイトバショウ繊維 

上：4－5 年の植物体の
繊維 下：14 ヶ月の植
物体の繊維（図１Aa, 
Sample 2） 
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